




































































































490ppm で安定化させたとしても、今後 100 年以
内の気温上昇は、重大な影響を回避する目安とさ
れる 2 度程度と予測されている 2。このシナリオ
を達成するためには、二酸化炭素排出がピークと



















時に 2050 年に 1990 年比 80%という意欲的目標





































ても大きな動きがあった。2008 年 6 月、北海道
洞爺湖サミットに先立ち、福田首相（当時）は、
「2050 年までの長期目標として、現状から 60 ～
80％の削減」を目指すことを明らかにした 6。
その後、「地球温暖化問題懇談会」の提言を受













9 0 年 比
60-80% 



















































































市は、2050 年までに 90 年比 70%減の目標を設定
した。岩手県葛巻町のような思い切った新エネル
ギー導入が進んでいる小規模自治体もある。東京
都のように 2020 年までに 2000 年比 25%削減とい
う中期目標を掲げ思い切った政策投入を行う先進
的大都市も出現してきている。このほか横浜市も、
2050 年目標として 2004 年比 60%減、2025 年目
標として 2004 年比 30%を掲げ、広島市は、2050
年目標として 90 年比− 70%、2030 年目標として、
90 年度比 50%を掲げた。




















































































は 47 都道府県のうち 26 位（14%増）、削減目標
(京都議定書第一約束期間中を念頭に置いたもの )



























































































































2006 年時点で GHGs 排出量が 90 年比 5%減、一人当たりの排出量にすれば 15%減を達成し
た（カナダ全体では、2005 年時点で 90 年比 26.6%増となっている (UNFCCC 国別報告書よ
り )）。



















































































































































2008 年 10 月の日本経済新聞調査では、地方大
学ほど地域貢献度が高いことが明らかになってい
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が、2007 年 12 月にラッド新政権誕生後、京都議
定書への復帰を宣言し、その際に長期目標（2050

























10 宇都宮大学の CO2 排出量は、平成 15 年度の






















作用」と位置づけられる」(Young 1994; Schreurs 
1998)。
Building a Low Carbon Society at Locality:
Suggesting a Network Collaboration Model with Local University as a 
Core – a Case of Utsunomiya University
Wakana TAKAHASHI
Abstract
The Fourth IPCC (Intergovernmental Panel on Climate Change) Report published in 2007 identified serious 
concerns and risks caused by global warming in future, and urged international society strongly to take actions 
for building a low carbon society. Many developed countries including United States (Obama administration) 
have already announced to set the mid- and/or long-term emission reduction targets as well as the implementation 
strategies. Fukuda Administration of Japan in June 2008 also officially announced the long-term target of cutting 
GHGs by 60-80% by 2050. In response, some forward-looking localities are originally pursuing more ambitious 
targets, whereas others remain backward. The paper first observes these background, and then seek the way of 
changing “backward” localities towards building a low-carbon society by suggesting a network collaboration model 
with local university with local universities as a core, with a case of Utsunomiya University. 
（2008 年 11 月 11 日受理）
